
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

４月 2５日（土）、授業参観に引き続き、本校体育館にて PTA 総会を開催いたしま

した。ご多用の中、大変多くの保護者の皆様にご出席いただき、心より御礼申し上げま

す。総会ではすべての議案についてご承認をいただき、令和 8 年度の PTA 活動を円

滑にスタートさせる準備が整いました。今年度も「子どもたちのために」を合言葉に、

新役員の皆様を中心として、学校と家庭、地域が一体となった活動を推進してまいり

ます。秋芳中学校の教育活動への変わらぬご理解とご協力をよろしくお願いいたしま

す。また、今年度は総会後に校内の伐採木撤去作業にも多くの皆様にご協力いただき

ました。おかげさまで見通しが良くなり、生徒たちがより安全・快適に過ごせる環境が

整いました。重ねて感謝申し上げます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

美祢市では、台湾南投県水里郷と友好交流を行ってお 

り、台湾・水里国民中学との交流を通じて、異文化理解を 

深め、国際感覚を養うとともに、ふるさと美祢への理解と 

愛着を育む機会としています。実行委員会を発足させ、第 

１回実行委員会を開催しました。この国際交流を通じて、 

生徒たちが一回りも二回りも大きく成長し、未来の美祢市 

を担う視野の広い人材へと育ってくれることを願ってお 

ります。 

 

 

  

 

 

令和８年度 秋芳中学校だより 第２号 

令和８年５月１９日発行    文責：校長  宮川聡美 

PTA総会・学年懇談・部活懇談 開催 

PTA総会 

台湾中学生交流業実行委員会 

発足 （7月 6日・7日交流会） 

授 業 風 景 

伐採木撤去作業 



各学年では、総合的な学習の時間を通して、地域を舞台にした深い学びが進んでいます。 

【3 年生】修学旅行での東大寺訪問を控えた 3 年生は、奈良との「銅のつながり」を学ぶ

ため、美東の長登銅山を訪れました。資料館での見学をはじめ、大切 4 号坑口の見学や鋳造

体験など、五感を使った多くの学びがありました。歴史のつながりを実感し、間近に迫った奈

良訪問がますます楽しみになったようです。 

【2年生】職場体験学習を控えた 2年生は、美祢市観光協会のお計らいで JAL（日本航空）

の方々を講師にお迎えし、「スクールみねシュラン・おもてなし講座」を受講しました。美し

いあいさつやお辞儀の仕方を教わり、社会人としてのマナーや礼儀を身に付ける貴重な機会

となりました。 

【1年生】１年生は、この度ユネスコ世界ジオパークに認定された秋吉台をはじめとする、

美祢市の「石」についての学習をスタートしました。今回は世界ジオパーク推進課の方を講師

にお招きし、郷土の大地が育んだ石の成り立ちについて熱心に講義を受けました。地域の方々

の支えのもと、本物から学ぶ経験を通して、生徒たちの国際感覚や郷土への愛着が豊かに育っ

ています。 

 

 

 
 
 
 
 

 

 

                 

９日（火）眼科検診 

１０日（水）職員会議 

１１日（木）3年生博物館出前授業 

      スクールカウンセラー来校 

１６日（火）耳鼻科検診 

１８日（木）1年生心電図検査  

      生徒総会  テスト発表 

１９日（金）志多ら 太鼓学校公演会 

２５日（木）期末テスト 1日目 

２６日（金）期末テスト２日目・太鼓練習 

２９日（月）専門委員会 

３０日（火）2年生着付け教室 

１日（月）全校集会 

3日（水）尿再検査（4日）  

     3年生習熟度テスト     

4日（木）スクールカウンセラー来校 

5日（金）草炎太鼓練習 

６日（土）選手権予選 

７日（日）選手権予選      

８日（月）3年生異文化コミュニケーション講座 

9日（火）小学校の先生方による授業参観（～1２日） 

※９日～１２日は自由授業参観日としますので、保護者

の方もよろしければ、ご来校ください。またメールでご

案内いたします。 

＜６月のおもな行事予定＞ 

地域に学び、未来へつなぐ 〜各学年の総合的な学習

の時間〜 

1年：ジオ学習 
３年：長登銅山見学 

２年：おもてなし講座 

○ 誰もが主役になれる、ウェルビーイングな学び舎をめざします。 

生徒一人ひとりの尊厳を何よりも大切にし、誰もが「自分らしく」安心して過ごせる温

かい学校づくりを推進します。可能性や個性を最大限に引き出し、自己肯定感を育みな

がら、心豊かな幸せ（ウェルビーイング）を実感できる環境を整えてまいります。 

○美祢を愛し、未来を共創する「地域の創り手」の育成をめざします。 

学校の枠を越え、地域の方々との交流や課題に挑む経験を通して、生きた社会を学ぶキャ 

リア教育を展開します。 
 


